






要約:胎児期および新生児期に診断された 20 例の横隔膜ヘルニアの臨床的、病理学的検討

を行い以下の結果を得た。本症は肺の発育程度によって、両側肺の低形成を示す群、患側

のみ低形成である群、両側ともに良好な発育を示す3群に分けられる。第 3群は無条件に

救命可能であり、第 2群はある程度の肺の発育を有し、ECMO や HFOなどの積極的な導入に

よって救命可能な群で、出生前診断の意義が大きい。しかし、第 1群はいかなる治療によ

っても救命は不可能ではないかと考えられる。 


